
編集後記を書いている本日11月3日、東京では昨年より4日
早く、冬の訪れを告げる「木枯らし一号」が観測されました。「木
枯らし一号」は、北寄りの風（北～西北西）で最大風速がおおむ
ね8メートル以上という条件を満たした場合に発表されるもの
で、毎年必ず発表されるわけではなく、条件に合致しない年は
「発表なし」となるそうです。また、台風のように「二号」「三号」
と続くことはなく、「一号」のみが公式に記録されるという点も
興味深いです。まさに、季節の節目を知らせるサインのような
存在です。
私にとって冬の訪れを実感するもう一つの瞬間は、雪化粧し

た富士山が姿を現す時です。我が家の西向きの部屋から、澄み
渡った冬の空気の中に、白く輝く富士山がくっきりと浮かび上が
るのが見えます。夏の間は霞んで見えなかったその姿が、突然
目の前に現れるのです。直線距離にして約105キロ離れている
にもかかわらず、ビルの谷間から見えるその雄大な姿に、毎年
冬の訪れを感じます。富士山が見える朝は、冷たい空気にも

心が引き締まるような感覚を覚えます。
さて、今月号では「建築やまちをみることについて」を特集

いたしました。CRIをご愛読いただいている皆さまの中には、日々
の暮らしの中で建築やまち並みの観察を楽しみとされている方
も多いのではないでしょうか。私自身も建築を見ることが好き
で、建物のフォルムやディテールに目を奪われるだけでなく、そ
の背景にある歴史を辿ることで、より深い魅力を感じています。
まちを歩きながらの小さな発見は、その時の空気感と共に、記
憶に鮮やかに刻まれるものです。
冷たい空気に思わず身震いするこの季節、外に出るには少し

ばかりの勇気が必要かもしれません。それでも、ちょっとした小
さな発見は心を豊かにしてくれるはずです。ぜひ、自分だけ
の「まちあるき」を楽しんでみてください。皆さま
の「推し」の建築物についても、ぜひ編集室まで
ご意見をお寄せください。
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　2024年には東京都台東区浅草・神奈川県横浜市といった観光地

で大幅上昇がみられたものの、地方圏の躍進にはおよばず4地点に

留まったが、2025年には再開発等の影響により東京都内広範囲

38地点に拡大した。しかし、上昇率上位5位までを地方圏が占めて

おり、特に北海道千歳市は工場の進出、空港アクセスの良さ、イン

バウンド需要の高まりにより30％前後の大幅な上昇となった。都

市圏の中でも大阪圏・名古屋圏に比べ東京圏の地価上昇が顕著で

あり、都市圏間でも格差拡大が明確となった。

　2024年には地方圏において住宅地の大幅上昇が8地点みられた

が、2025年には3地点まで減少。東京圏をはじめとする都市圏に

東京圏商業地が牽引する地価上昇トレンド2025
 ～地域間格差が広がる地価動向の現状～

＃地価調査　＃地域間格差

前年比20％以上上昇の地点数（2024年53地点から2025年61地点へ拡大）図表1

おいても大幅な上昇は限定的で、商業地や工業地に比べ勢いが弱い。

上昇率上位9位までを地方圏が占め、特に北海道富良野市、千歳市

は25％前後の大幅上昇となった。富良野市はニセコと並ぶ観光需

要の高い地域であり、ホテル・別荘需要の高まりが地価上昇に影響

するなど、主に観光地における住宅地の上昇が目立った。

　工業地は2024年に地方四市で大幅な上昇地点がみられたが、

2025年には鈍化。相変わらず熊本県を中心とする工業地の地価上昇

が顕著であるが、他地域については2024年に進出した企業の追加

需要が減少し一服感がでたことが、大幅上昇地点減少の要因となった。

9月に国土交通省が公表した地価調査によると、2025年は景気が緩やかに回復している中、全用途平均・住宅地・
商業地いずれも4年連続で上昇し上昇幅が拡大した。特に東京圏の商業地での地価上昇が顕著であり、全国的な
地価動向を牽引した。用途別では住宅地は全国的に伸びが鈍く、工業地は地方圏で堅調な動きを示した。一方で
大幅上昇地点は大阪圏で1地点、名古屋圏では皆無であり三大都市圏の中での格差が確認された。

■東京圏の商業地が急増

■住宅地の上昇鈍化

■工業地は地方圏で堅調な動き

資料：国土交通省「令和7年都道府県地価調査」より長谷工総合研究所にて集計


